The origin of "jikan" (time) as a term by 吉野 政治 & YOSHINO Masaharu
〔
要
旨
〕
青
地
林
宗
の
『
気
海
観
瀾
』
に
は
「
○
分
時
」「
○
秒
時
」、
「
○
分
時
間
」「
○
秒
時
間
」
な
ど
、
そ
れ
ま
で
に
は
見
ら
れ
な
い
時
間
に
関
す
る
語
や
表
現
が
現
れ
て
く
る
。
こ
の
書
は
西
洋
物
理
学
を
最
初
に
我
が
国
に
紹
介
し
た
も
の
で
あ
り
、
青
地
林
宗
は
西
洋
物
理
学
に
用
い
ら
れ
て
い
る
時
間
を
説
明
す
る
た
め
に
こ
れ
ら
の
言
い
方
を
創
案
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
今
日
我
々
が
用
い
て
い
る
名
詞
用
法
の
「
時
間
」
も
蘭
書
訳
述
書
に
初
出
す
る
和
製
漢
語
で
あ
る
が
、
こ
の
語
も
ま
た
彼
の
造
語
で
あ
ろ
う
。
〔
キ
イ
ワ
ー
ド
〕‌‌「
○
秒
（
分
）
時
」　
「
○
秒
（
分
）
時
間
」　
「
時
間
」　
青
地
林
宗　
『
気
海
観
瀾
』
青
地
林
宗
に
よ
る
時
間
語
彙
の
創
出
は
じ
め
に
　
か
つ
て
「
時
刻
」
と
い
う
語
は
時
点
だ
け
で
な
く
時
間
の
長
さ
を
も
表
わ
し
て
い
た
。「
時
刻
」
と
い
う
語
に
限
ら
ず
、
日
本
に
お
い
て
は
「
時
刻
と
時
間
の
区
別
観
念
が
確
立
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
時
点
名
で
時
間
分
画
全
体
を
指
す
こ
と
も
多
い
」（
広
瀬
秀
雄
「
日
本
の
時
刻
制
度
」『
岩
波
古
語
辞
典
』
付
録
）。
そ
の
区
別
を
互
い
に
異
な
る
語
を
用
い
て
表
わ
す
よ
う
に
な
っ
た
の
は
西
洋
の
時
間
表
現
を
飜
訳
す
る
こ
と
を
契
機
と
す
る
よ
う
で
、
蘭
学
を
学
ん
だ
人
々
の
文
章
の
中
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
既
に
松
井
利
彦
氏（
注
①
）‌
に
詳
細
な
調
査
と
考
察
が
あ
る
が
、
松
井
氏
の
調
査
に
は
青
地
林
宗
の
『
気
海
観
瀾
』（
文
政
八
年
〔1825
〕
成
、
十
年
刊
）
が
含
ま
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
書
は
西
洋
物
理
学
を
我
が
国
に
最
初
に
紹
介
し
た
も
の
で
あ
り
、
日
本
の
時
間
と
は
異
な
る
西
洋
の
時
間
を
ど
の
よ
う
に
飜
訳
す
る
か
と
い
う
問
題
一
七
‌
吉
野　
政
治
に
最
初
に
取
り
組
ん
だ
も
の
で
あ
る
。「
○
分
時
」「
○
秒
時
」、
ま
た
「
○
分
時
間
」「
○
秒
時
間
」
と
い
っ
た
言
い
方
も
こ
の
書
に
初
出
す
る
よ
う
に
、
西
洋
の
時
間
に
関
す
る
訳
述
語
を
考
え
よ
う
と
す
る
時
に
は
外
す
こ
と
の
で
き
な
い
資
料
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
こ
の
書
の
用
例
を
重
視
し
、
現
在
も
我
々
が
用
い
て
い
る
時
間
語
が
成
立
し
て
い
く
過
程
を
考
え
て
み
た
い
。
1　
西
洋
時
間
と
の
出
会
い
　
青
地
林
宗
の
『
気
海
観
瀾
』
に
見
ら
れ
る
用
例
を
検
討
す
る
前
に
、
日
本
人
と
西
洋
の
時
間
と
の
出
会
い
か
ら
遡
っ
て
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
　
ク
ラ
セCrsset
の
『
日
本
西
教
史
』
に
、
天
文
十
九
年
〔1550
〕
の
こ
と
と
し
て
、
宣
教
師
ザ
ビ
エ
ルX
anier
か
ら
小
さ
な
自
鳴
鐘
（U
ne‌
Petite‌horloge‌sonante
）
を
献
上
さ
れ
た
山
口
の
大
内
義
隆
が
「
日
本
に
於
て
見
ざ
る
珍
物
と
し
て
深
く
其
意
を
謝
し
」
た
と
い
う
記
事
が
見
え
る（
注
②
）。
日
本
に
西
洋
時
計
が
最
初
に
伝
わ
っ
た
の
は
こ
の
時
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る（
注
③
）。
　
そ
の
西
洋
時
計
が
刻
む
時
間
と
日
本
の
時
間
制
度
に
よ
っ
て
刻
ま
れ
る
時
間
と
は
異
な
っ
て
い
た
。
改
め
て
記
す
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
貞
享
元
年
〔1684
〕
ま
で
日
本
で
一
般
に
用
い
ら
れ
て
い
た
時
刻
制
度
は
不
定
時
法
で
あ
り
、
昼
夜
を
そ
れ
ぞ
れ
六
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
九
時とき
か
ら
四
時とき
ま
で
の
六
つ
の
時とき
に
分
け
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
「
時とき
」
は
十
等
分
さ
れ
て
、「
朝
四
つ
時とき
九
分ぶ
」「
昼
九
つ
時とき
一
分ぶ
」
の
よ
う
に
呼
ば
れ
て
い‌
た（
注
④
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
西
洋
時
間
は
等
時
法
で
あ
り
、
一
日
を
二
十
四
時
間
と
し
、
一
時
間
は
六
十
分
に
分
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
分フン
」
は
「
時ジ
」
を
六
十
に
分
け
た
一
つ
で
あ
り
、
日
本
の
「
時とき
」
を
十
等
分
に
分
け
た
「
分ぶ
」
の
長
さ
の
十
二
分
の
一
で
あ
る
。
　
西
洋
時
計
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
時
間
の
単
位
を
日
本
で
最
初
に
記
し
た
の
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
ゴ
ン
サ
ロGonzalo
に
航
海
術
を
学
ん
だ
池
田
好
運
の
『
元
和
航
海
記
』（
元
和
四
年
〔1618
〕
成
、
寛
永
七
年
〔1630
〕
加
筆
）
に
見
え
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
（
二
行
割
注
は
〈　
〉
内
に
一
行
書
き
に
し
て
引
用
す
る
。
以
下
同
じ
）。
一
、
日
輪
生
得
の
廻
り
は
、
西
よ
り
東
へ
廻
る
こ
と
、
マ
ル
ソ
〈
ナ
ン
バ
ン
の
三
月
也
〉
の
廿
二
日
〈
日
本
二
月
の
中
よ
り
二
日
前
、
日
夜
等
分
〉
ア
リ
ヱ
ス
の
シ
イ
ノ
と
云
羊
の
宿
よ
り
廻
り
初
て
、
明
年
の
同
月
廿
一
日
に
は
、
同
宿
に
廻
着
、
日
数
三
百
六
十
五
日
六
時
〈
日
夜
廿
四
時
に
配
す
る
の
六
時
也
〉
に
粗
至
る
に
依
て
、
一
年
を
三
百
六
十
五
日
に
定
、
四
年
に
一
日
の
閏
を
加
ふ
。
中
古
の
天
文
学
者
つ
一
八
も
り
は
か
る
に
、
日
輪
本
所
廻
着
こ
と
、
日
数
三
百
六
十
五
日
五
時
四
十
四
分
に
決
定
す
。〈
日
夜
を
廿
四
時
に
す
る
の
一
時
を
六
十
分
に
分
つ
〉
因
㆑
之
右
に
所
レの
加
閏
日
は
、
廿
三
時
拾
六
分
を
〈
四
十
四
分
不
足
〉
一
昼
夜
に
は
ぶ
く
故
に
、
日
輪
は
四
十
四
分
先
に
す
ゝ
む
。
（
中
略
）
今
一
つ
の
故
実
は
、
御
出
世
よ
り
千
六
百
廿
七
年
に
は
〈
略
〉
七
時
五
十
七
分
〈
ナ
ン
バ
ン
〉
を
く
る
べ
し
。
又
同
千
六
百
卅
七
年
〈
丁
丑
〉
の
比
は
〈
略
〉
十
時
五
分
〈
ナ
ン
バ
ン
〉
日
輪
西
よ
り
東
へ
廻
り
進
む
也
。
然
れ
ば
十
時
に
は
南
北
へ
日
輪
の
、
よ
り
の
き
定
り
た
る
日
々
記
の
内
、
ミ
ヌ
ウ
ト
〈
ガ
ラ
フ
一
つ
を
六
十
に
わ
け
た
る
一
つ
の
ミ
ヌ
ウ
ト
な
り
〉
八
ツ
、
九
ツ
、
十
ヲ
の
間
か
た
よ
る
べ
し
。‌
（「
日
を
と
る
事
」）
　
次
い
で
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
宣
教
師
ゴ
メ
スGom
ez
が
コ
レ
ジ
オ
の
教
科
書
と
し
て
ラ
テ
ン
語
で
書
い
た
『
講
義
要
綱
』（D
e‌Com
pendium
）
の
第
一
部
「
天
球
論
」（Sphaera
）
の
日
本
語
訳
（
文
禄
四
年
〔1595
〕
完
成
。
現
存
し
な
い
）
か
ら
キ
リ
シ
タ
ン
に
直
接
関
係
す
る
内
容
を
削
除
し
た
も
の
と
さ
れ
る
小
林
貞
謙
（
慶
長
六
年
〔1601
〕
～
天
和
三
年
〔1683
〕）
の
『
二
儀
略
説
』（
成
立
年
未
詳
）
に（
注
⑤
）、
太
陽
・
太
陰
ノ
徳
ヲ
云
ニ
、
一
ニ
ハ
年
・
月
・
日
・
時
ヲ
分
チ
知しる
ナ
リ
。
サ
レ
バ
、
日
ヲ
割わり
テ
ハ
時じ
ト
シ
、
時
ヲ
割
テ
ハ
刻こく
ト
シ
、
刻
ヲ
ワ
リ
テ
ハ
分ふん
ト
シ
、
日
ヲ
重かさ
ネ
テ
ハ
月
ト
シ
、
月
ヲ
カ
サ
ネ
テ
ハ
年
ト
シ
、
年
ヲ
重
テ
ハ
代
ト
名
ヅ
ク
。
万
国
共
ニ
ソ
ノ
法
多
シ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
先
天
文
学
者
ノ
定
ル
理
ヲ
キ
ハ
ム
ベ
キ
也
。
又
一
日
一
夜
ヲ
二
十
四
時
ニ
ワ
リ
テ
分
ト
ス
。
一
時
ヲ
四
ツ
ニ
ワ
リ
テ
四し
分ぶん
時じ
ト
号
ス
。
是
凡
一
刻
ナ
リ
。
一
昼
夜
九
十
六
刻
ナ
リ
。
又
一
時
ヲ
六
十
ニ
ワ
リ
テ
分
ト
ス
。
然しかれバ
一
刻
ハ
十
五
分
、
一
時
ハ
六
十
分
ナ
リ
。
‌
（
上
・
第
四
「
日
ト
月
ト
年
ト
差
別
ノ
事
」）
な
ど
と
見
え
る
（「
四し
分ぶん
時じ
」
はquatro
（
葡
語
）、equater
（
英
語
）
で
あ
る
）。
小
林
貞
謙
は
天
文
学
家
林
吉
衛
門
の
門
弟
で
あ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
流
の
測
量
術
の
始
祖
と
さ
れ
る
人
で
あ
る
。
　
さ
ら
に
降
る
と
、
長
崎
の
和
蘭
通
詞
あ
る
い
は
江
戸
の
蘭
学
者
な
ど
の
文
章
に
、
西
洋
の
時
刻
制
と
日
本
の
時
刻
制
と
の
違
い
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
。
本
木
良
永
の
『
星
術
本
原
太
陽
窮
理
了
解
新
制
天
地
二
球
用
法
記
』（
寛
政
五
年
〔1793
〕
成
。
以
下
『
新
制
天
地
二
球
用
法
記
』
と
略
す
）
に
、
一
、
日
本
暦
算
は
一
昼
夜
を
百
刻
と
し
分
を
分
つ
と
雖
も
、
和
蘭
にママ
一
昼
夜
を
百
刻
の
算
に
建
て
ざ
る
な
り
。
仮た
と如
へ
ば
、
和
蘭
人
某
の
星
の
天
の
一
周
行
を
い
ふ
時
は
、
幾
く
日
幾
く
時
何
分
何
秒
何
忽
と
い
ふ
な
り
。
一
九
一
、
和
蘭
人
一
昼
夜
を
二
十
四
時
と
し
、
日
本
は
一
昼
夜
を
十
二
時
と
す
、
故
に
日
本
の
一ひと
と
き時
は
和
蘭
の
二ふた
と
き時
に
当
り
、
和
蘭
の
一ひと
と
き時
は
日
本
の
半
時
な
り
。
な
ど
と
見
え
、
志
筑
忠
雄
の
『
暦
象
新
書
』（
寛
政
十
年
〔1798
〕
成
）
に
、
書
中
記
る
所
の
度
分
及
時
分
の
数
、
皆
欧ヱウ
ラ
ツ
パ
羅
巴
の
流
に
仍
れ
り
。
彼
が
い
は
ゆ
る
一
度
は
全
圏
三
百
六
十
分
の
一
に
し
て
我
い
は
ゆ
る
一
度
は
三
百
六
十
五
度
四
分
度
の
一
な
る
者
に
比
す
れ
ば
、
稍
大
な
り
。
又
一
昼
夜
を
二
十
四
時
と
し
、
六
十
分
時
の
一
を
分
と
し
、
六
十
分
分
の
一
を
秒
と
し
、
六
十
分
秒
の
一
を
忽
と
す
。
度
の
分
秒
も
亦
之
と
一
也
。
但
し
時
の
十
五
分
を
一
刻
と
し
、
四
刻
を
一
少
時
と
す
。
‌
（
上
編
「
凡
例
」）
と
見
え（
注
⑥
）、
司
馬
江
漢
の
『
天
地
理
譚
』（
文
化
十
三
年
〔1816
〕
成
）
に
、
西
洋
吾
地
球
五
星
ヲ
六
惑
星
ト
名
ク
。
恒
天
ノ
衆
星
其
高
遠
不
可
知
。
西
洋
ノ
人
五
星
ノ
一
周
ヲ
算
ス
。
水
星
ハ
八
十
七
日
二
十
三
時
十
六
分
也
。
金
星
ハ
二
百
二
十
四
日
十
六
時
四
十
九
分
二
十
秒
。
火
星
ハ
六
百
八
十
六
日
二
十
三
時
二
十
七
分
二
十
秒
。（
中
略
）
右
ハ
一
昼
夜
二
十
四
時
、
一
時
六
十
分
、
一
分
六
十
秒
。
西
洋
人
ノ
天
術
、
六
数
ヲ
以
ス
。
吾
日
本
支
那
十
百
ヲ
以
テ
数
ト
ス
。
各
日
輪
ヲ
中
心
ト
シ
テ
環メグルノ
日
時
分
秒
也
。‌
（「
五
星
ノ
世
界
」）
と
見
え
、
吉
雄
南
皐
の
『
遠
西
観
象
図
説
』（
文
政
四
年
〔1821
〕
成
）
に
、
一
時じ　
一
日
ヲ
二
十
四
分
ス
ル
ノ
一
ヲ
、
一
時じ
ト
云
フ
。
○
凡
ソ
、
時じ
ヲ
云
フ
モ
ノ
、
二
般
ノ
別
ア
リ
。
冬
夏
ニ
従
ヒ
テ
、
昼
夜
ノ
時
ヲ
長
短
〈
ノ
ベ
チ
ヾ
メ
〉
セ
シ
ム
ル
モ
ノ
、
コ
レ
ヲ
不ふ
等とう
時じ
ト
云
フ
。
皇
国
ノ
俗
間
用
フ
ル
モ
ノ
ヽ
如
キ
、
コ
レ
ナ
リ
。
又
、
周しゆう
さ
い歳〈
ネ
ン
チ
ウ
〉
昼
夜
ヲ
平
分
〈
ワ
リ
ナ
ラ
シ
〉
シ
テ
、
時
ニ
長
短
ナ
カ
ラ
シ
ム
ル
モ
ノ
、
コ
レ
ヲ
平へい
等とう
時じ
ト
云
フ
。
皇
国
暦
面
、
日
・
月
食
、
及
ビ
二
十
四
気
ノ
時
刻
ヲ
云
フ
者
ノ
如
キ
、
コ
レ
ナ
リ
。
本
編
ノ
時
法
ハ
、
即
チ
平
等
時
ニ
シ
テ
、
其
一
時じ
ハ
皇
国
ノ
半はん
と
き時
ニ
当
レ
リ
。
‌
（
巻
上
「
題
言
」）
な
ど
と
見
え
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
　
以
降
は
、
両
者
の
違
い
を
記
さ
ず
、
も
っ
ぱ
ら
西
洋
の
時
制
を
用
い
て
い
る
文
章
も
現
れ
る
よ
う
に
な
る
。
青
地
林
宗
の
『
気
海
観
瀾
』（
文
政
八
年
〔1825
〕
成
、
十
年
刊
）
に
時
刻
の
数
は
平
等
の
時
を
用
ゆ
。
理
に
於
て
会
し
易
し
。
即
ち
昼
夜
二
十
四
時
、
一
時
六
十
分
、
一
分
六
十
秒
、
是
な
り
。
予
の
述
ぶ
る
二
〇
所
、
理
科
・
医
科
・
地
学
の
諸
編
、
倶
に
此
の
例
に
由
る
。
‌
（
凡
例
）
と
あ
り
、
宇
田
川
榕
菴
・
杉
田
立
卿
な
ど
の
『
海
上
砲
術
全
書
』（
天
保
十
四
年
〔1843
〕
凡
例
成
、
安
政
元
年
〔1854
〕
刊
）
に
、
書
中
尺
度
秤
量
時
限
等
、
本
朝
ノ
度
量
ニ
改
メ
難
キ
者
多
シ
。
故
ニ
並
ニ
原
度
ヲ
用
フ
。
是
ヲ
本
朝
度
量
ニ
比
シ
テ
其
概
略
ヲ
挙
グ
。
（
中
略
）
‌
‌
一
分
時　
　
小
時
六
十
分
ノ
一
‌
‌
一
秒
時　
　
分
時
六
十
分
ノ
一‌
（「
凡
例
」）
と
あ
る
の
が
そ
の
例
で
あ
る
。
2　
時
間
と
角
度
　
と
こ
ろ
で
、
前
に
引
用
し
た
『
暦
象
新
書
』
に
「
度
の
分
秒
も
亦
之
と
一
也
」
と
あ
っ
た
が
、
西
洋
に
お
い
て
は
角
度
も
ま
た
時
間
と
同
じ
よ
う
に
細
分
さ
れ
、
細
分
さ
れ
た
単
位
に
も
「
分
」「
秒
」
が
用
い
ら
れ
る
。
西
洋
の
時
間
は
太
陽
の
日
周
運
動
に
よ
っ
て
測
ら
れ
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
日
は
太
陽
の
南
中
か
ら
次
の
南
中
ま
で
の
時
間
で
あ
る
が
、
地
球
の
一
周
を
三
百
六
十
度
と
し
、
一
日
二
十
四
時
間
と
す
る
と
、
十
五
度
の
移
動
は
一
時
間
と
な
る
。
さ
ら
に
細
か
い
時
間
を
求
め
る
場
合
に
は
、
一
度
を
更
に
細
か
く
分
け
て
測
定
す
れ
ば
、
時
間
も
細
か
く
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
度
を
六
十
に
分
け
六
十
分
と
し
、
一
時
間
を
六
十
に
分
け
て
六
十
分
と
し
、
さ
ら
に
角
度
の
一
分
を
六
十
に
分
け
て
六
十
秒
と
し
、
時
間
の
一
分
を
六
十
に
分
け
て
六
十
秒
と
し
た
。
　
こ
の
西
洋
の
角
度
の
単
位
を
時
間
の
単
位
と
同
じ
く
「
分
」「
秒
」
と
翻
訳
し
た
の
は
、
中
国
で
は
明
の
時
代
に
中
国
に
入
っ
た
西
洋
宣
教
師
・
利リ
マ瑪
竇トウ
（
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
）
で
あ
ろ
う
。『
坤
輿
万
国
全
図
』（
明
・
萬
暦
三
十
年
〔1602
〕
に
「
右
法
以
㆓
六
十
分
㆒
為
一
度
、
六
十
秒
為
㆓
一‌
分
㆒
」（「
総
論
横
度
里
分
」）
と
見
え
る（
注
⑦
）。
日
本
人
の
文
章
で
は
小
林
貞
謙
の
『
二
儀
略
説
』
に
見
え
る
の
が
最
初
の
よ
う
で
あ
る
。
先まず
地
心
ヨ
リ
一
輪
線
ヲ
回
ラ
ス
ニ
於
テ
ハ
、
同
ジ
長
サ
ノ
円
相
ト
ナ
リ
、
即
す
な
わ
ち
至
円
ナ
レ
ハ
、
天
象
ナ
リ
。
コ
ノ
輪
線
ヲ
三
百
六
十
分
ニ
割
テ
、
是
ヲ
度ど
ト
名
ツ
ケ
、
一
度
ヲ
六
十
ニ
割
テ
分ふん
ト
名
ツ
ク
。
三
百
六
十
度
ニ
割
ル
事
ハ
、
其
寸
尺
遠
近
ヲ
論
ス
ヘ
キ
為
ナ
リ
。
‌
（
上
・
第
三
・
諸
層
宿
巡
環
ノ
不
同
ヲ
顕
ハ
ス
輪
線
ノ
事
）
　
こ
の
書
以
前
に
成
立
し
た
『
元
和
航
海
記
』
に
は
「
ミ
ヌ
ウ
ト
〈
ガ
ラ
フ
一
つ
を
六
十
に
わ
け
た
る
一
つ
の
ミ
ヌ
ウ
ト
な
り
〉」
と
あ
り
、
ま
た
「
ガ
ラ
フ
の
つ
も
り
」（
経
緯
度
の
計
算
法
の
意
味
）
の
項
に
、
二
一
ガ
ラ
フ
一
ツ
を
六
十
分
に
わ
り
、
一
ツ
を
ミ
ニ
ウ
ト
と
云
。
此
ミ
ニ
ウ
ト
一
ツ
は
、
廿
五
町
壹
反
一
萬
四
尺
五
寸
あ
り
。
と
あ
っ
て
（
ガ
ラ
フGrau
〔
葡
語
〕
は
度
の
意
味
）、「
分
」「
秒
」
の
訳
語
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
　
ち
な
み
に
本
木
良
永
の
『
新
制
天
地
二
球
用
法
記
』
に
は
、
本
朝
天
学
の
天
度
・
暦
算
は
、
天
度
は
渾
天
の
一
円
周
三
百
六
十
五
度
四
分
度
の
一
を
以
て
算
元
と
し
、
暦
算
は
三
百
六
十
五
日
二
十
四
刻
二
十
五
分
を
算
元
と
す
。
和
蘭
は
然
ら
ず
。
和
蘭
は
天
度
・
暦
算
・
地
度
共
に
三
百
六
十
度
に
極
め
、
四
分
度
の
一
を
立
て
ず
。
書
中
記
る
所
の
度
分
及
時
分
の
数
、
欧ヱウ
ラ
ツ
パ
羅
巴
の
流
に
仍
れ
り
。
彼
が
い
は
ゆ
る
一
度
は
全
圏
三
百
六
十
分
の
一
に
し
て
我
い
は
ゆ
る
一
度
は
三
百
六
十
五
度
四
分
度
の
一
な
る
者
に
比
す
れ
ば
、
稍
大
な
り
。
と
あ
り
、
一
、
和
蘭
人
天
学
・
地
理
・
暦
算
・
行
舶
の
術
に
い
ふ
天
地
の
度
は
、
渾
天
の
円
周
を
三
百
六
十
度
と
す
。
半
円
百
八
十
度
四
象
限
九
十
度
の
算
な
り
。
一
分
は
一
度
を
六
十
分
し
て
一
分
と
い
ひ
、
一
秒
は
一
を
六
十
分
し
て
一
秒
と
い
ひ
、
一
忽
は
一
秒
を
六
十
分
し
て
一
忽
と
い
ふ
な
り
。
一
忽
よ
り
以
下
の
小
数
に
至
り
て
は
、
一
忽
を
一
百
分
し
て
何
忽
何
十
何
分
と
い
ふ
な
り
。
と
あ
る
。3　
「
○
分
時
」「
○
秒
時
」
の
成
立
　
西
洋
の
時
間
は
天
体
の
位
置
を
観
測
す
る
角
度
と
不
可
分
の
も
の
で
あ
り
、
時
間
の
単
位
と
角
度
の
単
位
と
が
同
一
で
あ
る
こ
と
は
必
然
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
日
本
に
お
い
て
は
一ひと
と
き時
の
細
分
化
は
、
一
日
を
百
刻
あ
る
い
は
九
十
六
刻
に
分
け
、
一
刻
を
六
分
と
し
、
そ
の
刻
と
分
を
用
い
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
時
間
と
角
度
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
角
度
と
時
間
の
単
位
と
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
は
混
乱
の
も
と
で
し
か
な
い
。
確
か
に
「
時
－
分
－
秒
」「
度
－
分
－
秒
」
と
い
う
系
列
の
中
で
現
れ
る
場
合
や
、
時
分
な
の
か
度
分
な
の
か
が
明
示
さ
れ
て
い
る
文
章
に
お
い
て
は
「
分
」「
秒
」
が
い
ず
れ
の
単
位
な
の
か
は
迷
う
こ
と
は
な
い
。
例
え
ば
、『
暦
象
新
書
』（
上
編
巻
之
下
）
の
「
六
曜
一
周
」
に
、
水
星　
八
十
七
日
二
十
三
時
十
五
分
五
十
三
秒
火
星
、
六
百
八
十
六
日
二
十
三
時
二
十
七
分
二
十
秒
な
ど
と
あ
る
の
は
時
間
の
単
位
で
あ
り
、「
諸
星
短
半
径
」
に
、
水
星　
三
十
四
分
二
十
秒
火
星　
二
十
八
分
二
十
秒
二
二
な
ど
と
あ
る
の
は
角
度
の
単
位
で
あ
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、
文
脈
が
読
み
取
り
が
た
い
場
合
に
は
、
吉
雄
南
皐
『
遠
西
観
象
図
説
』
に
、
凡
ソ
、
時
或
ハ
度
ニ
就
テ
、
分
・
秒
・
微
ト
云
フ
モ
ノ
ア
リ
。
皆
ナ
本
数
六
十
分
之
一
ヲ
分
ト
云
ヒ
、
分
ヲ
六
十
分
ス
ル
ノ
一
ヲ
秒
ト
云
、
秒
ヲ
六
十
分
ス
ル
ノ
一
ヲ
微
ト
云
フ
。
但
、
毎
章
前
後
ヲ
照
ラ
シ
テ
、‌
時
ト
度
ト
ヲ
混
ズ
ル
コ
ト
ナ
カ
レ
。‌
（
巻
上
「
題
言
」）
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
区
別
に
迷
う
こ
と
に
な
る
。
　
そ
こ
で
採
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
、
現
在
、
角
度
を
「
○
分
角
」
「
○
秒
角
」
と
い
う
言
い
方
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
、
時
分
に
「
○‌
分
時
」「
○
秒
時
」
と
「
時
」
を
下
接
す
る
方
法
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ‌
る（
注
⑧
）。
こ
の
言
い
方
が
初
め
て
見
ら
れ
る
の
は
、
青
地
林
宗
の
『
気
海
観
瀾
』
に
お
い
て
で
あ
る
（
前
掲
『
二
儀
略
説
』
に
「
四し
分ぶん
時じ
」、
ま
た
『
暦
象
新
書
』
に
「
六
十
分
時
」
と
あ
っ
た
の
は
、
四
つ
、
ま
た
六
十
に
分
け
た
「
時
」
の
意
で
あ
る
）。『
気
海
観
瀾
』
に
は
例
え
ば
次
の
よ
う
に
現
れ
る
（
原
漢
文
）。
試
み
に
活
物
を
排
気
鐘
（
真
空
製
造
器
の
こ
と
：
引
用
者
注
）
下
に
置
き
、
其
の
気
を
攘
去
せ
ば
、
乃
ち
狗
・
猫
・
鼠
・
雀
の
如
き
は
、
大
抵
一
分
時
に
し
て
斃
れ
、
蝿
・
虻
・
蜂
・
螽
は
二
分
時
に
し
て
死
す
。
一
週
時
を
経
て
再
び
気
を
得
て
蘇
る
。‌
（「
排
気
」）
遥
か
放
煩
を
見
れ
ば
、
既
に
其
の
火
を
見
て
、
而
し
て
礟
鳴
を
聞
く
。
聞
見
遅
速
の
間
あ
る
、
音
の
速
力
、
光
の
速
に
及
ば
ざ
る
を
知
る
可
し
。
音
の
速
力
は
概
し
て
一
秒
時
毎
に
千
尺
余
と
為
す
。‌
（
音
）
　
新
し
い
語
は
そ
れ
ま
で
に
存
在
す
る
語
で
は
表
し
得
な
い
概
念
を
言
い
表
す
た
め
に
作
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
西
洋
の
物
理
学
を
我
が
国
に
最
初
に
紹
介
し
た
の
は
青
地
林
宗
の
『
気
海
観
瀾
』
で
あ
る
こ
と
は
高
野
長
英
の
『
医
原
枢
要
』（
天
保
三
年
〔2832
〕）
刊
）
に
、
近
者
西
舶
医
書
ヲ
輸
ス
コ
ト
昔
日
ニ
倍
セ
リ
。
故
ニ
医
ノ
事
ヲ
検
索
ス
ル
ニ
十
ノ
七
八
ハ
備
レ
リ
。
然
リ
ト
雖
ド
モ
格
物
究
理
ノ
学
ニ
於
テ
ハ
彼
国
ト
雖
ド
モ
精
確
詳
明
ニ
至
ル
コ
ト
僅
カ
ニ
四
五
十
年
ノ
間
ニ
シ
テ
其
書
往
往
載
セ
テ
東
方
ニ
齎
ラ
シ
来
レ
ド
モ
歳
月
未
ダ
久
シ
カ
ラ
ズ
。
其
事
珍
奇
ニ
シ
テ
其
理
幽
遠
ナ
レ
バ
読
ム
者
多
シ
ト
雖
ド
モ
未
ダ
訳
定
ノ
書
ア
ラ
ズ
。
…
（
中
略
）
…
青
地
翁
蓋
シ
此
ニ
嗟
歎
ス
ル
コ
ト
ア
リ
テ
西
洋
理
学
書
中
ノ
要
領
ヲ
鈔
出
シ
、
気
海
観
瀾
ヲ
著
ス
。
是
ニ
於
テ
気
海
中
ノ
性
質
作
用
等
始
メ
テ
分
明
ニ
シ
テ
千
載
ノ
大
疑
渙
然
ト
シ
テ
氷
釈
シ
無
稽
ノ
恠
論
漸
ク
ニ
除
去
ス
。
東
方
今
ヲ
以
テ
造
化
ノ
秘
奥
ヲ
発
ス
ル
ノ
秋
ト
ス
。‌
（「
題
言
」
の
三
）
と
見
え
る
こ
と
で
も
確
認
で
き
る
が
、
長
英
の
同
右
書
に
「
題
言
」
に
「
此
書
中
諸
物
の
称
名
一
ニ
観
瀾
ニ
従
フ
」
と
あ
る
が
、
本
文
中
に
、
二
三
凡
ソ
物
両
箇
相
撃
ツ
ト
キ
ハ
必
ズ
激
シ
テ
声
音
ヲ
発
セ
ザ
ル
者
ナ
シ
。
…
（
中
略
）
…
声
音
ハ
元
形
象
無
シ
。
故
ニ
之
ヲ
伝
フ
ル
ニ
大
気
ヲ
以
テ
ス
。
其
状
石
ヲ
水
中
ニ
投
ズ
レ
バ
円
波
輪
漪
重
畳
ト
シ
テ
以
テ
其
動
ヲ
周
囲
ニ
伝
ル
ガ
如
シ
。
気
ノ
厚
薄
風
ノ
順
逆
ニ
従
テ
其
遅
速
強
弱
ア
リ
ト
雖
ド
モ
概
シ
テ
一
秒
時
毎
ニ
其
行
ク
事
千
有
余
尺
ト
ス
。
‌
（
巻
二
）
と
現
れ
る
「
一
秒
時
」
も
青
地
林
宗
の
用
語
を
用
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
青
地
林
宗
は
天
保
二
年
〔1831
〕
十
一
月
に
訳
語
の
適
正
化
と
統
一
を
目
的
と
し
た
同
士
会
を
結
成
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
文
政
五
年
〔1822
〕
か
ら
幕
府
天
文
方
の
「
和
蘭
書
籍
和
解
御
用
」（
蕃
書
調
所
）
で
行
わ
れ
て
い
た
西
洋
家
庭
百
科
事
典
、
所
謂
シ
ョ
メ
ー
ル
（『
厚
生
新
編
』）
の
翻
訳
に
関
わ
り
、
こ
の
事
業
が
シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
で
中
断
さ
れ
た
時
、
宇
田
川
玄
真
、
大
槻
玄
幹
、
杉
田
立
卿
、
宇
田
川
榕
菴
と
連
署
で
、
そ
れ
ま
で
の
翻
訳
経
過
の
報
告
書
を
幕
府
に
提
出
し
て
い
る
が
、
注
目
し
た
い
の
は
『
気
海
観
瀾
』
以
降
に
見
ら
れ
る
「
○
分
時
」「
○
秒
時
」
の
早
い
用
例
は
、
こ
れ
ら
の
人
物
の
文
章
に
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
『
厚
生
新
編
』
巻
四
十
五
（
大
槻
玄
幹
訳
・
宇
田
川
玄
真
校
。
文
政
十
一
年
〔1828
〕
か
ら
天
保
二
年
〔1831
〕
以
前
の
稿
と
推
定
さ
れ
る
）
に
、
月
輪
升のぼ
る
こ
と
日
々
に
遅
き
ハ
即
チ
子
午
線
ニ
来
る
こ
と
暫
時
遅
き
を
云
ふ
な
り
。
其
遅
差
日
々
一
様
な
ら
ず
と
雖
、
平
均
を
以
て
算
す
る
時
は
凡
四
十
八
秒
時
の
遅
差
を
得
る
な
り
。‌
（「
月
輪
」）
と
あ
り
、
杉
田
立
卿
・
宇
田
川
榕
菴
な
ど
の
『
海
上
砲
術
全
書
』（
天
保
十
四
年
〔1843
〕
凡
例
成
、
安
政
元
年
〔1854
〕
刊
）
に
、
書
中
尺
度
秤
量
時
限
等
、
本
朝
ノ
度
量
ニ
改
メ
難
キ
者
多
シ
。
故
ニ
並
ニ
原
度
ヲ
用
フ
。
是
ヲ
本
朝
度
量
ニ
比
シ
テ
其
概
略
ヲ
挙
グ
。
（
中
略
）
‌
‌
一
分
時　
　
小
時
六
十
分
ノ
一
‌
‌
一
秒
時　
　
分
時
六
十
分
ノ
一‌
（「
凡
例
」）
な
ど
と
あ
り
、
宇
田
川
榕
菴
の
『
遠
西
医
方
名
物
考
補
遺
』（
天
保
五
年
〔1834
〕
刊
）
に
、
半
時
ヲ
六
十
ニ
分
ケ
タ
ル
一
分
ヲ
一
密ミ
扭ニウ
篤ト
ト
云
。
一
密
扭
篤
ヲ
六
十
ニ
分
ケ
タ
ル
一
分
ヲ
一
秒
時
ト
ス
。
と
あ
り
、
同
『
舎
密
開
宗
』（
天
保
八
年
〔1837
〕
刊
）
に
も
、
炭
末
ヲ
摻
テ
八
分
時
、
烈
火
ニ
爍
シ
火
ヨ
リ
出
セ
バ
精
美
ノ
私
知
彪
母
一
銭
ヲ
得
。‌
（
巻
十
四
）
盌
ノ
半
身
ヲ
熱
湯
ニ
浸
シ
的
列
並
帝
那
ヲ
加
ヘ
烊
シ
四
分
時
ノ
後
湯
二
四
ヨ
リ
出
シ
、‌
（
巻
十
八
）
な
ど
と
見
え
る
の
が
そ
れ
で
あ
る（
注
⑨
）。
こ
の
事
実
は
「
○
分
時
」「
○
秒
時
」
と
い
う
言
い
方
が
「
和
蘭
書
籍
和
解
御
用
」
に
関
わ
る
人
び
と
の
間
か
ら
広
が
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
　
「
○
分
時
」「
○
秒
時
」
は
音
読
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
広
瀬
元
恭
の
『
理
学
提
要
』（
嘉
永
七
年
〔1854
〕
刊
）
の
用
例
に
次
の
よ
う
に
音
合
符
が
付
さ
れ
て
い
る
例
が
確
認
で
き
る
（
平
安
時
習
堂
蔵
版
に
よ
る
。
原
漢
文
）。
破
線
部
に
つ
い
て
は
後
に
触
れ
る
。
真
空
中
此
の
抗
抵
の
力
無
し
。
故
に
物
の
地
に
落
つ
る
、
高
よ
り
低
に
至
る
其
の
速
力
定
度
有
り
。
初
め
一
－
秒
－
時
－
間
〈
本
邦
半
時
割
り
て
六
十
分
と
為
す
を
、
一
密
扭
篤
（
ミ
ニ
ユ
ト
）
と
曰
ふ
。
密
扭
篤
（
ミ
ニ
ユ
ト
）
割
り
て
六
十
分
と
為
す
を
、
一
－
秒
－
時
と
曰
ふ
。
（
中
略
）〉
に
落
つ
る
一
十
五
尺
。
第
－
二
－
秒
時
に
四
十
五
尺
を
増
す
。
第
－
三
－
秒
－
時
に
七
十
五
尺
を
増
す
。
第
－
四
秒
－
時
に
一
百
零
五
尺
を
増
す
。
第
－
五
－
秒
－
時
に
一
百
三
十
五
尺
を
増
す
時
は
、
則
ち
初
－
秒
－
時
一
十
五
尺
、
第
二
、
六
十
尺
、
第
三
、
百
三
十
五
尺
、
第
四
、
二
百
四
十
尺
、
第
五
、
三
百
七
十
五
尺
。
一
－
秒
－
時
毎
に
一
三
五
七
九
等
の
奇
数
を
増
す
時
は
、
則
ち
其
の
極
高
の
者
も
亦
之
を
以
て
測
知
す
可
し
。‌
（
巻
一
「
大
気
」）
4　
「
○
分
時
間
」「
○
秒
時
間
」
の
成
立
　
と
こ
ろ
で
、
右
に
掲
げ
た
「
○
分
時
」「
○
秒
時
」
は
、
す
べ
て
時
間
の
長
さ
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
同
じ
く
時
間
の
長
さ
を
言
う
時
に
、
さ
ら
に
「
間
」
が
付
け
加
え
ら
れ
た
例
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
例
も
ま
た
青
地
林
宗
の
『
気
海
観
瀾
』
に
初
出
す
る
（
原
漢
文
）。
物
の
地
に
落
つ
る
、
そ
の
高
き
よ
り
低
き
に
至
る
に
準
じ
て
遅
速
の
度
あ
り
。
降
る
こ
と
愈
い
よ
い
よ
地
に
近
づ
き
て
、
落
勢
愈
い
よ
い
よ
速
し
。
譬
へ
ば
初
め
一
秒
時
間
に
落
つ
る
こ
と
一
十
五
尺
、
第
二
秒
に
四
十
五
尺
、
第
三
秒
に
七
十
五
尺
、
第
四
秒
に
一
百
零
五
尺
、
乃
ち
初
秒
落
つ
る
こ
と
一
十
五
尺
、
第
二
に
六
十
尺
、
第
三
に
百
三
十
五
尺
、
第
四
に
二
百
四
十
尺
と
為
る
。
其
の
降
、
地
に
近
づ
き
て
速
力
倍
加
す
る
こ
と
此
の
如
し
。‌
（「
引
力
」）
造
氷
の
法
は
、
玻
瓈
の
薄
管
、
長
さ
六
七
寸
、
径
三
分
ば
か
り
を
取
り
、
其
の
半
に
水
を
充
た
す
。
別
に
玻
瓈
の
漏
斗
を
取
り
、
忽ホ
フ
マ
ン
弗
曼
液
〈
略
〉
を
注
ぎ
、
水
管
上
に
点
滴
す
。
そ
の
液
の
管
外
に
沿
流
す
る
を
要
す
。
是
の
如
く
す
る
こ
と
二
三
分
時
間
、
管
中
の
水
氷
と
為
り
、
預
あ
ら
か
じめ
撓
曲
せ
る
銅
線
を
管
中
に
挿
む
。‌
（「
氷
」）
　
続
い
て
宇
田
川
榕
菴
『
舎
密
開
宗
』（
天
保
八
年
〔1837
〕
刊
）
に
、
二
五
（
精
製
加
里
と
生
安
質
と
硫
黄
華
を
和
し
て
粉
末
に
し
）
此
末
ニ
沸
騰
五
十
倍
ヲ
注
ギ
八
分
時
間
手
ヲ
駐
メ
ズ
攪
ゼ
煮
、
少
時
攪
動
ヲ
歇
メ
、
熱
に
乗
シ
テ
無
し
膠
紙
ヲ
襯
キ
タ
ル
符
の
ニ
テ
濾
シ
冷
セ
バ
漉
澄
中
ニ
赤
粉
ヲ
沈
降
ス
。‌
（
巻
十
四
）
と
あ
り
、
緒
方
洪
庵
の
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
天
保
十
三
年
〔1842
〕
凡
例
成
、
安
政
三
年
〔1856
〕
～
文
久
二
年
〔1862
〕
刊
）
に
、
患
者
ヲ
シ
テ
四
分
時
間
右
側
ニ
臥
サ
シ
タ
ル
と
あ
り
、
箕
作
省
吾
の
『
坤
輿
図
識
補
』（
弘
化
四
年
〔1847
〕
刊
）
に
、
地
球
一
秒
時
間
ニ
、
本
輪
ヲ
東
ニ
向
テ
運
転
ス
ル
コ
ト
殆
ト
三
里
半
余
ノ
速
キ
ニ
ナ
ル
ベ
シ
。
な
ど
と
見
え
る
。
こ
の
「
○
分
時
間
」「
○
秒
時
間
」
の
形
も
ま
た
「
和
蘭
書
籍
和
解
御
用
」
で
翻
訳
に
携
わ
っ
て
い
た
者
か
ら
広
ま
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
　
こ
れ
ら
の
「
○
分
時
間
」「
○
秒
時
間
」
も
ま
た
音
読
さ
れ
た
こ
と
は
、
前
掲
の
広
瀬
元
恭
の
『
理
学
提
要
』
に
見
え
る
音
合
符
が
付
け
ら
れ
た
「
一
－
秒
－
時
－
間
」
に
よ
っ
て
確
か
で
あ
る
。
５　
「
○
時
間
」
の
成
立
　
六
十
分
を
表
す
時
間
の
単
位
で
あ
る
「
○
時
」
は
「
○
分
」「
○
秒
」
と
違
っ
て
角
度
と
間
違
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
「
○
時
時
」
の
形
を
取
る
必
要
は
な
い
。
し
か
し
、「
○
時
」
は
時
の
一
点
を
意
味
す
る
こ
と
も
、
時
間
の
長
さ
を
意
味
す
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
長
さ
を
意
味
す
る
場
合
に
は
当
初
「
○
時
の
間あいだ」
と
い
う
言
い
方
が
採
ら
れ
た
。
『
厚
生
新
編
』（
巻
三
十
六
、
大
槻
玄
沢
・
宇
田
川
玄
真
訳
校
、
文
政
五
年
〔1822
〕
～
九
年
〔1826
〕
頃
稿
？
）
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。
海
水
波
濤
二
十
四
時
余
〈
按
に
西
洋
地
方
は
平
分
の
小
時
を
用
ふ
。
即
チ
東
方
の
昼
夜
十
二
時
な
り
。
以
下
之
に
倣
ふ
べ
し
〉
の
間
に
消
長
す
。
是
を
潮
汐
退
満
と
謂
ふ
。（
中
略
）
媽マ
カ
ヲ
－
港
〈
地
名
〉
の
海
は
九
時
の
間
満
ち
、
唯
三
時
の
間
の
み
干
潮
な
り
。
瓦ガ
ロ
ン
ネ
龍
涅
河
口
は
七
時
の
間
盈
潮
に
し
て
、
五
時
の
間
タ
退
潮
あ
り
。
亜
弗
利
加
洲
の
設セ
ネ
ガ
ル
搦
瓦
爾
河
口
に
て
四
時
の
間
、
盈
潮
し
、
八
時
の
間
、
退
潮
あ
り
。
其
他
概
ね
斯
の
ご
と
し
。
支
那
の
東
京
は
月
輪
、
赤
道
を
過
す
る
の
後
、
数
日
の
み
唯
、
二
十
四
時
間
に
一
回
の
干
潮
あ
る
の
み
な
り
。‌
（「
潮
汐
消
長
」）
　
右
の
文
章
に
は
「
二
十
四
時
間
」
と
書
か
れ
た
例
が
一
例
見
ら
れ
る
が
、
二
六
「
時
」
の
字
の
後
で
行
変
え
が
行
わ
れ
て
お
り
、
あ
る
い
は
「
の
」
の
脱
か
と
も
思
わ
れ
る
。
宇
田
川
榕
菴
の
『
植
学
啓
原
』（
天
保
四
年
〔1833
〕
成
、
翌
年
刊
）
に
は
「
時
間
」
の
字
並
び
は
蓋
シ
植
物
之
噏
㆓フ
津
液
㆒ヲ
其
量
固
ヨ
リ
不
㆑
少
。
大
略
十
二
時
ノ
間
所
㆑ノ
噏
者
、
其
重
サ
等
㆓シ
于
全
身
之
重
㆒サ
ニ
。‌
（
巻
之
一
「
三
際
」）
の
一
例
だ
け
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
例
で
も
「
ノ
」
の
読
み
が
加
え
ら
れ
て
い
る
（
天
保
四
年
仲
春
新
鐫
、
菩
薩
楼
蔵
版
）。
　
「
○
時じ
間かん
」
と
い
う
言
い
方
は
、
こ
の
「
○
時
の
間あいだ
」
が
「
○
分
時じ
間かん
」「
○
秒
時じ
間かん
」
と
い
う
言
い
方
に
倣
っ
て
成
立
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
管
見
で
の
初
出
は
箕
作
省
吾
著
『
坤
輿
図
識
』（
弘
化
二
年
〔1845
〕
刊
）
の
、
海
中
夥
シ
ク
魚
ヲ
産
ス
。
或
ハ
網
シ
テ
三
時
間
ニ
、
大
小
魚
六
万
尾
ヲ
漁
ス
ル
コ
ト
ア
リ
。‌
（
巻
一
「
亜
細
亜
志
附
録
」）
で
あ
り
、
川
本
幸
民
著
『
気
海
観
瀾
広
義
』（
嘉
永
四
年
〔1851
〕
刊
）
の
、
余
曾
テ
学
寮
ニ
ア
リ
シ
ト
キ
、
鐘
楼
近
キ
ニ
在
リ
。
夜
中
睡
覚
ム
。
鐘
声
三
時
〈
半
丑
牌
〉
ヲ
報
ズ
。（
中
略
）
又
思
フ
、
鐘
ヲ
聞
ク
モ
亦
ト
モ
ニ
夢
ナ
ラ
ム
ト
。
急
ニ
起
テ
時
儀
ヲ
取
リ
、
窓
前
ノ
月
光
ニ
照
シ
テ
コ
レ
ヲ
見
ル
ニ
、
果
シ
テ
僅
ニ
一
時
〈
半
子
牌
〉
ヲ
過
グ
。
故
ニ
前
ニ
鐘
声
ヲ
聞
ク
ノ
夢
ナ
ル
コ
ト
ヲ
知
ル
。
然
レ
ド
モ
辰
ト
ケ
イ
ノ
ハ
リ鍼
或
ハ
不
動
ノ
差
ア
ラ
ム
コ
ト
ヲ
恐
レ
、
尚
一
時
間
〈
洋
時
。
以
下
皆
コ
レ
ニ
从
ヘ
）
寝
ネ
ズ
シ
テ
待
ツ
。
期
ニ
至
リ
鐘
声
ヲ
聞
キ
果
シ
テ
皆
夢
ナ
ル
コ
ト
ヲ
悟
ル
。‌
（
巻
一
「
費
西
加
要
義
」）
も
早
い
例
で
あ
る
。
　
さ
ら
に
、
こ
の
「
○
時じ
間かん
」
と
い
う
形
が
、
後
の
「
○
分ふん
か
ん間
」「
○
秒びょう
間かん
」
と
い
う
言
い
方
の
成
立
に
影
響
を
与
え
た
も
の
と
思
わ
れ
、
ま
た
「
○
時
間
○
分
○
秒
」
と
い
う
言
い
方
で
用
い
ら
れ
る
時
間
単
位
と
し
て
の
「
時
間
」
に
も
繋
が
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
6　
「
時
間
」
の
成
立
（
松
井
氏
案
）
　
前
節
に
見
た
「
○
時
間
」
は
本
来
「
○
時
＋
間
」
の
構
成
か
ら
な
る
も
の
で
、「
○
＋
時
間
」
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
名
詞
用
法
の
「
時
間
」
は
「
○
時
間
」
か
ら
成
立
し
た
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
名
詞
用
法
の
「
時
間
」
は
漢
籍
に
見
え
る
が
、
そ
れ
は
「
ひ
ま
な
と
き
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
（『
漢
書
』
曹
参
伝
「
時
間
自
従
㆓
其
所
㆒
諫
㆑
参
。
〔
注
〕
師
古
曰
、
間
、
空
隙
也
」）、
今
日
我
々
が
用
い
て
い
る
、
英
語
の
hour
やtim
e
、
ド
イ
ツ
語
のStunde
やZeit
に
相
当
す
る
も
の
で
は
二
七
な
い
。
こ
の
名
詞
用
法
の
「
時
間
」
は
ど
の
よ
う
に
し
て
成
立
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
松
井
利
彦
氏
は
、
か
つ
て
は
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
た
。
同
氏
の
「
近
代
日
本
語
に
お
け
る
「
時
」
の
獲
得‌
―‌
新
漢
語
「
時
間
」
と
「
期
間
」
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
」（『
或
問
』
九
号
、
近
代
東
西
言
語
文
化
接
触
研
究
会
編‌2005.5
）
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
分
単
位
の
時
長
は
、
例
文
37
（
引
用
者
注
。
宇
田
川
榕
菴
『
舎
密
開
宗
』
の
例
を
い
う
）
の
「
八
分
時
間
」
を
例
に
と
る
と
、「
八
分
」
→
「
八
分
＋
時
」
→
「
八
分
時
＋
間
」
の
過
程
を
経
て
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
秒
単
位
な
ら
ば
、
例
文
44
（
引
用
者
注
。
箕
作
省
吾
『
坤
輿
図
識
補
』
の
例
を
い
う
）
の
「
一
秒
時
間
」
の
場
合
、
「
一
秒
」
→
「
一
秒
＋
時
」
→
「
一
秒
時
＋
間
」
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、「
八
分
時
間
」
や
「
一
秒
時
間
」
と
い
う
形
が
で
き
あ
が
る
と
、
意
味
上
か
ら
も
、
形
態
的
に
も
容
易
に
「
八
分
＋
時
間
」「
一
秒
＋
時
間
」
と
受
け
取
ら
れ
、「
八
分
」「
一
秒
」
と
「
時
間
」
が
分
離
し
や
す
く
な
っ
て
、「
時
間
」
は
「
時
の
長
さ
」
と
理
解
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
一
方
、「
二
時
間
」
や
「
三
時
間
」
も
、「
数
字
＋
漢
字
」
あ
る
い
は
「
数
＋
普
通
名
詞
」
の
よ
う
に
、
異
質
な
言
語
要
素
の
結
合
体
で
あ
る
こ
と
は
気
づ
か
れ
や
す
い
。
そ
こ
で
、「
時
間
」
が
分
離
し
や
す
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
単
位
語
か
ら
分
化
し
た
名
詞
が
多
義
語
と
し
て
使
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
　
し
か
し
、
後
に
松
井
氏
は
こ
の
考
え
を
撤
回
さ
れ
、「
時
間
」
は
「
時
刻
」
と
い
う
語
に
取
っ
て
代
わ
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、「
○
時
間
」「
○
分
時
間
」「
○
秒
時
間
」
の
形
の
「
時
間
」
は
そ
の
転
換
に
影
響
を
与
え
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
さ
れ
た
。
同
氏
の
「
幕
末
に
お
け
る
時
長
表
現
語‌
―
「
時
刻
」、
そ
し
て
「
時
限
」
か
ら
「
時
間
」
へ‌
―
」（『
近
代
語
研
究
』
第
十
四
集
、
平
成
二
十
年
〔2008
〕
十
月
刊
）
に
よ
る
と
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
。
　
『
海
上
砲
術
全
書
』（
天
保
十
四
年
〔1843
〕
凡
例
成
、
安
政
元
年
〔1854
〕
刊
）
で
「
時
間
」
が
現
れ
る
の
は
巻
十
五
の
次
の
例
か
ら
で
あ
る
。
筒
ハ
恰
モ
燃
ヘ
尽
ス
程
ニ
ナ
ス
ベ
シ
。
但
シ
其
長
短
ヲ
定
ム
ル
ハ
。
甚
タ
容
易
ナ
リ
ト
ス
。
其
故
ハ
燃
ル
時
限
モ
亦
定
マ
レ
バ
。
擲
放
表
中
載
ル
所
各
距
離
ノ
弾
飛
ノ
時
間
ヲ
照
シ
テ
。
尋
常
比
例
ノ
法
（
中
略
）
ヲ
以
テ
要
ス
ル
所
ノ
長
サ
ヲ
筭
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
レ
バ
ナ
リ
。
此
焼
夷
弾
数
時
ヲ
経
テ
。
薬
能
ク
堅
硬
ナ
ル
ハ
。
其
燃
ル
時
間
ノ
分
数
左
ノ
如
シ
。
　
こ
の
巻
十
五
以
降
の
巻
で
は
「
時
間
」
は
四
例
見
え
る
が
、
そ
れ
以
前
二
八
の
巻
で
は
、
同
じ
く
時
間
の
長
さ
を
表
す
語
に
「
時
限
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
松
井
氏
は
、
時
長
語
を
表
す
専
用
の
漢
語
が
ま
だ
造
語
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
時
期
に
、
蘭
学
で
は
先
ず
時
順
語
の
「
時
刻
」
が
使
用
さ
れ
た
。
し
か
し
、
「
時
刻
」
が
時
順
と
時
点
と
を
表
す
の
は
混
乱
の
元
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
さ
ら
に
、
時
長
語
が
模
索
さ
れ
、
そ
の
結
果
、「
時
限
」
が
使
わ
れ
、
次
に
、「
時
間
」
が
造
語
さ
れ
た
。
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
　
本
稿
の
筆
者
も
松
井
氏
と
同
様
に
、「
○
時
間
」「
○
分
時
間
」「
○
秒
時
間
」
と
い
う
文
字
列
に
現
れ
る
「
時
間
」
と
は
無
関
係
に
、
任
意
の
長
さ
の
時
間
を
表
す
「
時
間
」
は
造
語
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
ま
た
、
和
語
の
「
か
ぎ
り
」
や
漢
語
の
「
程
」
が
到
達
点
を
表
し
、
さ
ら
に
そ
の
地
点
・
時
点
に
至
る
ま
で
の
長
さ
を
表
す
よ
う
に
（『
字
彙
』「
程
、
駅
程
、
道
里
也
」、『
広
韻
』「
程
、
期
也
、
限
也
」）、「
時
刻
」「
時
限
」
と
い
う
語
が
そ
の
時
の
一
点
ま
で
の
時
間
の
長
さ
を
表
わ
す
こ
と
も
そ
の
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
仮
に
「
時
長
語
」
の
「
時
間
」
が
「
時
刻
」
「
時
限
」
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
成
立
し
た
も
の
だ
と
す
る
と
、
そ
の
「
時
間
」
と
い
う
語
が
ど
の
よ
う
に
成
立
し
た
の
か
が
、
改
め
て
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
本
稿
で
は
そ
れ
を
以
下
の
よ
う
に
考
え
る
。
7　
「
時
間
」
の
成
立
（
私
案
）
　
任
意
の
時
間
の
幅
を
意
味
す
る
「
時
間
」
の
初
出
例
は
、
管
見
で
は
緒
方
洪
庵
の
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』（
天
保
十
三
年
〔1842
〕
凡
例
成
）
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
次
の
よ
う
な
例
で
あ
る
。
但
シ
初
服
後
、
二
時
ヲ
経
テ
第
二
服
ヲ
与
フ
ル
ヲ
良
ト
ス
。
而
シ
テ
効
ナ
ケ
レ
バ
復
タ
之
ヲ
与
ヘ
テ
泄
瀉
減
退
ス
ル
ニ
至
リ
證
ニ
随
テ
後
服
ヲ
止
メ
、
或
ハ
時
間
ヲ
遠
ケ
テ
仍
ホ
之
ヲ
与
フ
。‌
（
巻
二
十
五
）
　
こ
れ
に
続
く
用
例
は
、
松
井
氏
（
前
掲
論
文
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
『
海
上
砲
術
全
書
』（
天
保
十
四
年
〔1843
〕
凡
例
成
）
や
『
坤
輿
図
識
補
』（
弘
化
四
年
〔1847
〕
刊
）
な
ど
の
例
が
あ
る
。
　
し
か
し
、
こ
の
意
味
の
「
時
間
」
は
初
出
例
の
見
ら
れ
る
文
章
の
筆
者
洪
庵
に
よ
る
創
出
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
蘭
学
者
た
ち
が
新
た
な
訳
述
語
を
用
い
る
場
合
の
慎
重
さ
は
今
日
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
も
の
が
あ
る
。
自
ら
創
出
し
た
語
で
あ
る
場
合
は
そ
の
旨
を
文
章
中
に
記
し
、
先
人
の
造
語
で
あ
る
場
合
は
そ
の
旨
が
記
す
の
が
普
通
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
特
に
そ
う
し
た
注
記
の
な
い
洪
庵
の
例
は
既
に
成
立
し
、
広
く
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
を
用
い
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
こ
の
意
味
の
「
時
間
」
が
現
れ
る
以
前
に
は
、「
と
き
」
と
い
う
和
語
二
九
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、「
と
き
」
と
い
う
語
は
時
の
一
点
を
意
味
す
る
こ
と
も
、
一
定
の
時
間
の
幅
を
意
味
す
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
幅
も
自
在
に
伸
縮
し
、
あ
る
場
合
は
短
時
間
を
、
あ
る
場
合
は
長
時
間
を
指
す
。「
そ
の
と
き
」
と
指
定
さ
れ
た
「
と
き
」
は
、
あ
る
瞬
間
を
指
す
こ
と
も
、
あ
る
時
代
全
体
を
指
す
こ
と
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
時
刻
と
時
間
を
区
別
す
る
必
要
の
あ
る
場
合
に
は
、
ど
ち
ら
の
意
味
で
あ
る
の
か
を
説
明
し
つ
つ
「
と
き
」
の
語
を
用
る
か
、
一
方
の
意
味
に
別
の
語
を
用
い
る
か
、
あ
る
い
は
両
方
を
別
の
語
に
替
え
る
か
、
い
ず
れ
か
の
方
法
を
採
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
こ
の
時
代
に
お
い
て
、
そ
う
し
た
状
況
が
現
れ
る
の
は
西
洋
の
物
理
学
書
を
翻
訳
す
る
場
合
で
あ
ろ
う
。
　
例
え
ば
、
川
本
幸
民
の
『
気
海
観
瀾
広
義
』（
嘉
永
四
年
〔1851
〕
初
冊
刊
）
に
は
「
と
き
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
次
の
よ
う
に
時
間
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
物
必
有
㆑
動
。
動
必
有
㆑
変
。
已
有
㆑
動
有
㆑
変
。
則
必
有
㆑
時
有
㆑
間
也
。
動
有
㆓
遅
速
㆒
。
時
有
㆓
長
短
㆒
。
間
有
㆓
広
狭
㆒
。
由
㆑
此
以
知
㆓
動
之
強
弱
㆒
。
（
中
略
）
凡
動
ア
レ
バ
必
間
ト
時
ト
ア
リ
。
譬
ヘ
バ
球
ヲ
投
ゼ
ム
ニ
ハ
、
其
動
ヲ
ナ
ス
ベ
キ
間
ナ
カ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
否しからザ
レ
ハ
球
進
ム
コ
ト
ヲ
得
ズ
シ
テ
動
ナ
ラ
ズ
。
已
ニ
動
ア
レ
バ
必
ズ
其
始
終
ア
リ
。
其
中
ヲ
時
ト
イ
フ
。
○
間
ト
ハ
物
ノ
空
隙
ヲ
イ
フ
。
譬
ヘ
バ
室
ノ
間
ト
ハ
四
壁
内
、
席
上
、
頂
格
（
天
井
の
こ
と
。
引
用
者
注
）
下
ノ
空
所
ヲ
イ
フ
。（
中
略
）
○
時
ト
ハ
事
ノ
発
止
ス
ル
終
始
ノ
間
ヲ
イ
フ
。‌
猶
一
時
ト
次
時
ト
ノ
間
ニ
分
秒
連
続
シ
来
ル
ガ
如
シ
。
‌
（
巻
五
「
動
」）
　
流
れ
る
時
間
を
「
分
秒
連
続
シ
来
ル
ガ
如
シ
」
と
説
明
し
て
い
る
の
は
、
「
や
う
〳
〵
時
刻こく
も
う
つ
り
け
れ
ば
」（
室
町
時
代
成
立
『
俵
藤
太
物
語
』）
と
あ
る
よ
う
な
捉
え
方
を
利
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
時
間
の
流
れ
の
捉
え
方
に
そ
っ
て
、
事
の
始
ま
り
の
「
時
」（
時
点
）
と
終
わ
り
の
「
時
」（
時
点
）
と
を
設
定
し
、
そ
の
二
つ
の
「
時
」
の
「
間
」
と
説
明
し
た
の
で
あ
る
。
　
し
か
し
、
幸
民
の
『
気
海
観
瀾
広
義
』
が
書
か
れ
る
以
前
に
既
に
「
時
間
」
は
存
在
し
て
い
た
。『
気
海
観
瀾
広
義
』
の
中
に
も
一
箇
所
だ
け
「
時
間
」
の
語
が
見
ら
れ
る
。
両
物
相
抵
リ
而
シ
テ
後
翻
飛
ス
ル
、
其
時
間
ニ
長
短
ア
リ
。
コ
レ
ニ
因
テ
見
ル
ヽ
者
ヲ
速
力
ト
イ
フ
。‌
（
巻
六
「
物
体
衝
突
」）
　
こ
の
「
時
間
」
は
「
一
時
ト
次
時
ト
ノ
間
」
と
い
う
幸
民
自
身
の
説
明
か
ら
お
の
ず
と
成
立
し
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
お
そ
く
既
に
存
在
し
て
い
た
「
時
間
」
を
用
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
三
〇
「
時
間
」
と
い
う
語
を
創
出
し
た
人
物
は
誰
な
の
か
と
い
う
前
の
問
い
が
再
び
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
最
初
に
西
洋
物
理
学
を
紹
介
し
た
青
地
林
宗
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
彼
の
訳
述
書
『
気
海
観
瀾
』
に
は
「
時
間
」
の
語
は
見
え
な
い
。
し
か
し
「
○
分
時
」「
○
秒
時
」
と
い
う
言
い
方
や
そ
れ
ら
に
「
間
」
を
付
け
加
え
た
「
○
分
時
間
」「
○
秒
時
間
」
は
こ
の
書
に
初
出
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。『
気
海
観
瀾
』
は
、
そ
の
凡
例
に
「
曩
に
予
遠
西
理
科
の
書
を
渉
猟
し
、
格
物
綜
凡
若
干
編
を
訳
述
し
、
帳
中
に
蔵
す
。
童
蒙
我
に
求
め
て
、
其
の
気
性
を
説
く
数
十
章
を
抄
し
、
訂
正
し
漫
に
気
海
観
瀾
の
字
を
題
し
て
、
剞
劂
に
費
資
し
、
以
て
同
行
に
施
さ
ん
と
す
。
然
れ
ど
も
是
れ
僅
か
に
理
科
中
の
一
斑
の
み
。
実
に
残
闕
を
如
何
せ
ん
。
若
し
其
の
梗
概
を
観
ん
と
欲
せ
ば
、
載
せ
て
綜
凡
に
在
り
。
校
讎
業
を
竣
る
を
挨
ち
て
、
嗣
出
を
謀
ら
ん
と
す
」（
原
漢
文
）
と
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
林
宗
が
「
遠
西
理
科
の
書
を
渉
猟
」
し
訳
述
し
て
い
た
『
格
物
綜
凡
』
若
干
編
（
現
存
し
て
い
な
い
）
の
中
か
ら
「
気
性
を
説
く
数
十
章
」
を
抄
出
し
て
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
川
本
幸
民
の
『
気
海
観
瀾
広
義
』
は
そ
の
『
気
海
観
瀾
』
に
載
せ
ら
れ
な
か
っ
た
部
分
を
含
め
て
訳
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
幸
民
の
妻
は
林
宗
の
娘
で
あ
る
。
　
『
気
海
観
瀾
広
義
』
後
に
刊
行
さ
れ
た
物
理
学
訳
述
書
に
は
、
こ
の
「
時
間
」
は
多
く
現
れ
て
く
る
。
帆
足
萬
里
の
『
窮
理
通
』（
安
政
三
年
〔1856
〕
刊
、
原
漢
文
）
に
、
西
人
、
光
線
速
力
を
論
ず
。
大
気
中
に
在
り
て
測
る
所
、
光
線
、
大
気
を
暎
し
、
大
気
伝
は
り
て
人
目
に
至
る
。
固
に
時
間
を
費
す
。
大
気
の
外
虚
無
、
空
中
何
ぞ
時
間
を
費
さ
ん
。
蓋
し
気
益
々
厚
け
れ
ば
、
時
を
費
す
こ
と
益
々
多
く
、
気
益
々
薄
け
れ
ば
、
時
を
費
す
こ
と
益
々
少
し
。
小
の
極
は
無
に
同
じ
。‌
（
巻
一
「
大
界
第
二
」）
な
ど
と
あ
り
、
広
瀬
元
恭
の
『
理
学
提
要
』（
嘉
永
七
年
〔1854
〕
刊
、
原
漢
文
）
に
も
凡
そ
動
の
大
小
は
、
時
－
間
の
遅
－
速
と
、
虚
－
地
を
填
－
充
す
る
の
大
－
小
と
に
応
ず
。
何
と
な
れ
ば
、
同
－
時
－
間
を
以
て
虚
－
地
に
填
充
す
る
の
大
な
る
者
は
其
の
動
大
い
に
、
小
な
る
者
の
其
の
動
小
な
り
。〈
恭
按
す
る
に
、
其
の
動
、
一
－
時
を
以
て
一
－
圏
を
周
す
る
者
の
動
大
い
に
、
周
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
者
の
動
小
な
り
。
其
の
動
く
者
は
、
虚
－
地
を
填
－
充
す
と
為
し
、
其
の
動
の
間
を
時
－
間
と
為
す
。〉
其
の
虚
－
地
を
填
－
充
す
る
の
向
ふ
所
を
以
て
其
の
動
の
向
ふ
所
の
曲
－
直
を
定
む
可
し
。〈
向
ふ
所
は
、
動
の
行
く
所
の
線
－
路
、
直
有
り
、
曲
有
り
、
其
の
動
に
従
つ
て
同
じ
か
ら
ず
。〉
其
の
時
－
間
を
以
て
、
其
の
動
の
遅
－
速
を
定
む
可
し
。
又
此
の
二
の
者
を
以
て
、
三
一
動
の
大
－
小
を
定
む
可
し
。（
首
巻
「
総
論
」）
な
ど
多
く
の
例
を
拾
う
こ
と
が
で
き
る
。
　
『
理
学
提
要
』（
平
安
時
習
堂
蔵
版
）
の
例
に
は
音
合
符
が
付
さ
れ
て
お
り
音
読
語
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
が
、
振
り
仮
名
で
そ
れ
が
確
認
で
き
る
の
は
、
瓜
生
寅
著
『
窮
理
暗
誦
本
』（
明
治
七
年
〔1875
〕
刊
）
の
次
の
例
が
早
い
よ
う
で
あ
る
。
動
を
悟さと
る
に
三
目もく
あ
り
。
一
は
速そくり
ょ
く力、
二
は
時じ
間かん
。
三
は
名なづ
け
て‌
距
離
と
い
ふ
。
動うごきに
遅
お
そ
き
は
や
き
速
あ
り
。
時じ
間かん
に
長
な
が
き
み
ぢ
か
き
短
あ
り
。
距きょ
離り
に
は
遠
と
ほ
き
ち
か
き
近
あ
り
。
こ
れ
に
由より
て
物ぶつ
ど
う動
の
、
そ
の
強
き
や
う
じ
や
く
弱
を
定さだ
む
べ
し
。
‌
（「
物
の
動
静
」）
　
『
理
学
提
要
』
と
『
気
海
観
瀾
広
義
』
は
共
に
版
を
重
ね
て
読
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、『
気
海
観
瀾
広
義
』
は
明
治
五
年1873
に
文
部
省
が
小
学
教
科
書
と
し
て
公
示
し
た
「
理
学
輪
講
」
の
テ
キ
ス
ト
の
一
つ
で
も
あ
っ
た
。
明
治
以
降
に
「
時
間
」
が
広
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
二
書
の
影
響
が
大
き
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
明
治
以
降
に
な
り
、
こ
の
意
味
の
「
時
間
」
が
定
着
す
る
と
、
か
つ
て
川
本
幸
民
が
「
時
ト
ハ
事
ノ
発
止
ス
ル
終
始
ノ
間
ヲ
イ
フ
。
猶
一
時
ト
次
時
ト
ノ
間
ニ
分
秒
連
続
シ
来
ル
ガ
如
シ
」
と
説
明
し
て
い
た
こ
と
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
　
片
山
淳
吉
著
『
物
理
階
梯
』（
明
治
五
年
〔1872
〕
刊
）
動
ヲ
知
ル
ニ
三
箇
ノ
目
ア
リ
、
一
ハ
速
力
、
二
ハ
時
間
、
三
ハ
距
離
ニ
シ
テ
、
動
ニ
緩
急
ア
リ
、
時
間
ニ
長
短
ア
リ
、
以
テ
其
動
ノ
強
弱
ヲ
定
ム
、
即
チ
距
離
ト
ハ
物
体
ノ
処
ヲ
変
シ
テ
、
進
行
ス
ル
場
処
ヲ
曰
ヒ
、
時
間
ト
ハ
其
進
行
中
経
ル
所
ノ
時
刻
ヲ
曰
ヒ
、
速
力
ト
ハ
其
遅
速
ヲ
曰
フ
。‌
（
巻
之
上　
弟
四
課
「
動
静
及
速
力
」）
‌
瓜
生
寅
著
『
窮
理
暗
誦
本
』
‌
（
明
治
七
年
〔1875
〕
刊
・
杉
本
甚
助
等
版
）
距きょ
離り
と
は
物
の
動
き
た
る
、
場
所
の
遠とほき
を
指さし
て
い
ひ
、
時
間
は
物‌
の
進
す
す
み
行ゆ
く
、
時じ
刻こく
の
間あひだ。
速そく
力
は
、
動うごき
の
遅はや
さ速
の
こ
と
と
知
れ
。
物
の
動
く
に
そ
の
距
離
の
、
愈
い
よ
い
よ
遠とほ
く
て
、
そ
の
時
間
愈
い
よ
い
よ
短みぢ
かき
そ
の
時
は
、
速
力
い
よ
い
よ
大おほいな
り
。‌
（「
物
の
動
静
」）
お
わ
り
に
　
「
時
間
」
と
い
う
語
は
現
在
お
よ
そ
四
つ
の
意
味
用
法
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
一
つ
は
「
あ
る
時
点
と
他
の
時
点
と
の
間
」、
す
な
わ
ち
任
意
の
長
さ
を
意
味
す
る
「
時
間
」
で
あ
る
。「
時
間
が
遅
く
な
っ
た
」
と
い
っ
た
経
過
時
間
の
多
少
を
い
う
も
の
も
こ
れ
に
含
め
る
。
二
つ
は
「
三
時
間
三
二
二
十
分
三
十
秒
」
な
ど
と
用
い
ら
れ
る
単
位
と
し
て
の
時
間
、
す
な
わ
ち
一
分
の
六
十
倍
、
一
秒
の
三
六
〇
〇
倍
の
長
さ
の
時
間
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
三
つ
は
「
集
合
時
間
は
九
時
三
十
分
で
す
」
な
ど
と
用
い
ら
れ
る
「
時
の
一
点
」
す
な
わ
ち
時
刻
の
意
味
で
あ
る
。
四
つ
は
「
時
間
は
止
ま
る
こ
と
は
な
い
」
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
過
去
か
ら
未
来
へ
（
あ
る
い
は
未
来
か
ら
過
去
へ
）
と
流
れ
て
い
く
時
間
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
つ
め
と
二
つ
め
の
「
時
間
」
は
江
戸
時
代
の
蘭
学
の
世
界
で
造
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
三
つ
め
と
四
つ
め
の
「
時
間
」
は
明
治
時
代
以
降
に
で
き
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
前
者
（
三
つ
め
）
の
初
出
は
、
管
見
で
は
明
治
七
年
刊
『
物
理
階
梯
』
に
見
え
る
「
二
物
同
一
ノ
時
間
ニ
同
一
ノ
処
ヲ
領
取
ス
ル
コ
ト
ナ
キ
」（
巻
上
・
四
ウ
）
で
あ
り
、
後
者
（
四
つ
め
）
は
そ
の
初
出
は
確
か
め
得
な
い
が
、「
時
間
」
が
「
空
間
」
と
と
も
に
世
界
の
基
本
的
枠
組
み
を
形
作
る
概
念
と
し
て
成
立
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
注注
①‌　
松
井
氏
の
「
時
間
」
に
関
わ
る
論
文
は
多
い
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
次
の
二
つ
で
あ
る
。
‌
‌
‌「
近
代
日
本
語
に
お
け
る
「
時
」
の
獲
得‌
―‌
新
漢
語
「
時
間
」
と
「
期
間
」
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
」
‌
（『
或
問
』
九
号
、
近
代
東
西
言
語
文
化　
　
　
　
　
　
‌
接
触
研
究
会
編2005.5
）
‌
‌
‌「
新
漢
語
『
時
間
』
の
成
立
と
《
時
》
の
表
示
法
」
‌
（『
近
代
語
研
究　
第
十
三
集
』2006.2
）
注
②‌　
明
治
十
一
年
大
政
官
翻
訳
『
日
本
西
教
史
』
上
巻
第
一
章
（
東
京
洛
陽
堂
大
正
二
年
十
二
月
刊pp.‌110‒111
）
注
③‌　
新
村
出
「
時
計
伝
来
の
歴
史
」（『
南
蛮
更
紗
』
改
造
社
大
正
十
四
年
十
二
月
刊
所
収
）
な
ど
。
注
④‌　
た
だ
し
、
暦
法
家
で
は
中
国
暦
の
規
定
に
従
っ
て
一
日
を
百
刻
に
分
け
る
こ
と
も
行
わ
れ
て
お
り
、
精
密
さ
を
必
要
と
す
る
暦
で
は
定
時
法
が
記
入
さ
れ
て
も
い
た
（
橋
本
万
平
『
日
本
の
時
刻
制
度
』
［
塙
書
房　
昭
和
四
十
一
年
九
月
刊
］
第
三
章
「
江
戸
時
代
以
降
の
時
刻
制
度
」）。
三
三
注
⑤‌　
尾
原
悟
「
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
科
学
思
想‌
―‌
ペ
ド
ロ
・
ゴ
メ
ス
著
『
天
球
論
』
の
研
究‌
―
」（『
キ
リ
シ
タ
ン
研
究　
第
十
輯
』
昭
和
四
十
年
三
月
所
収
）
注
⑥‌　
「
秒
」
を
十
分
し
た
「
忽
」
の
代
わ
り
に
「
微
」
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
宇
田
川
榕
菴
の
『
蘭
学
重
宝
記
』
に
「
天
学
家
年
／
三
百
六
十
五
日
五
時
四
十
八
分
五
十
七
秒
三
十
九
微
」、『
厚
生
新
編
』
巻
四
十
六
「
マ
ー
ト
」（
度
量
の
名
）
の
項
に
「
輪
内
を
三
百
六
十
五
度
と
し
一
度
を
六
十
分
と
為
し
一
分
を
六
十
秒
と
し
一
秒
を
六
十
微
と
す
る
」
な
ど
。
訳
が
い
ま
だ
定
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
表
わ
す
も
の
と
し
て
注
目
し
て
お
き
た
い
。
注
⑦‌　
『
元
和
航
海
記
』
に
「
微ミ
能ヌウ
度ト
〈
ミ
ヌ
ウ
ト
ト
ハ
分
量
ト
云
心
〉」
と
あ
り
、m
inuto
（
葡
語
）
に
は
「
細
か
く
刻
ま
れ
た
」「
細
切
れ
の
」
と
い
っ
た
意
味
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
てm
inuto
はhora
（「
時
」
葡
語
）
を
分
か
つ
単
位
名
と
な
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
訳
語
と
し
て
用
い
ら
れ
た
「
分
」
も
ま
た
「
時
」
を
細
か
く
分0
け
た
も
の
の
意
味
で
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
本
木
良
永
の
『
和
蘭
地
球
図
説
』（
安
永
元
年
〔1772
〕
成
）
に
「
日
曜
二
十
四
時
ニ
全
地
球
ノ
円
周
ヲ
照
シ
給
ヒ
、
三
百
六
十
五
日
五
時
四
十
九
ミ
ニ
ユ
ツ
テ
ン
ヲ
歴
テ
〈
ミ
ニ
ユ
ツ
テ
ン
此
ニ
分
ト
訳
ス
、
一
時
六
十
分
之
一
ヲ
云
〉
又
初
メ
旋
行
ノ
初
点
ニ
至
ル
」（
巻
一
・
地
球
并
ニ
地
図
諸
圏
ノ
事
）
と
見
え
、
蘭
語m
inuut,‌-en
を
「
分
」
と
訳
し
た
の
は
、
本
木
良
永
の
よ
う
で
あ
る
。
‌
‌
‌　
ま
た
、
橋
本
万
平
著
『
日
本
の
時
刻
制
度　
増
補
版
』
に
「
歩
と
書
い
て
い
る
場
合
も
あ
る
か
ら
「
ぶ
」
と
呼
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
」
（p.‌130
）
と
あ
る
の
を
参
考
に
す
れ
ば
、
日
本
で
は
西
洋
時
間
の
「
分
」
は
フ
ン
と
呼
ば
れ
、
日
本
時
間
の
「
分
」
は
ブ
と
区
別
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
‌
‌
‌　
ま
た
、segundo
（
葡
語
）、seconde
（
蘭
語
）
は
「
次
の
、
二
次
の
」
の
意
味
か
ら
「
分
」
の
次
の
時
間
の
単
位
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、「
秒
」
が
そ
の
訳
語
に
宛
て
ら
れ
た
の
は
、「
秒
」
の
「
す
く
な
い
」
と
い
う
意
味
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
注
⑧‌　
「
○
分
時
」
と
い
う
言
い
方
の
成
立
は
別
の
考
え
方
も
で
き
る
。
『
二
儀
略
説
』
に
「
一
時
ヲ
四
ツ
ニ
ワ
リ
テ
四
分
時
ト
号
ス
」
と
あ
る
「
四
分
時
」、
あ
る
い
は
向
井
玄
升
の
『
乾
坤
弁
説
』
に
「
其
日
月
五
星
運
行
の
年
月
日
数
は
、（
中
略
）
日
月
の
行
道
斜
倚
す
、
三
百
六
十
五
度
四
分
度
の
一
を
、
三
百
六
十
五
日
四
分
日
の
一
に
行
く
と
い
へ
ど
も
」
と
あ
る
「
○
分
度
」「
○
分
日
」
な
ど
が
一
つ
上
の
三
四
単
位
（
時
・
度
・
日
）
を
○
つ
に
分
け
た
も
の
を
示
す
こ
と
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、「
時
」
を
六
十
に
分
け
た
う
ち
の
○
つ
と
い
う
意
味
で
成
立
し
た
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
し
か
し
、「
○
秒
時
」
に
つ
い
て
は
こ
の
考
え
方
で
は
説
明
で
き
な
い
。
注
⑨‌　
『
舎
密
開
宗
』
に
は
「
四
分
密
扭
多
」（
巻
四
・
16
オ
）
と
書
か
れ
た
例
も
見
え
る
。「
分
」
と
「
密
扭
多
」
が
重
複
し
て
い
る
が
、
「
密
扭
多
」
は
「
分
」
が
西
洋
時
間
のm
inuut
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
榕
菴
の
『
諸
国
温
泉
試
説
』（
文
政
十
二
年
〔1829
〕
三
月
四
日
成
）
に
「
先
年
、
友
人
青
地
林
宗
、
石
川
氏
と
共
に
熱
海
に
浴
す
。
帰
後
、
余
に
彼
地
泉
口
に
凝
れ
る
一
種
の
鹵
石
を
贈
る
」
と
あ
る
。
林
宗
と
榕
菴
は
友
人
で
あ
り
、
学
者
仲
間
で
あ
っ
た
。
【
使
用
し
た
江
戸
時
代
以
前
の
資
料
の
テ
キ
ス
ト
】
‌
＊
は
デ
ジ
タ
ル
画
像
に
よ
る
。
池
田
好
運
『
元
和
航
海
記
』・『
海
表
叢
書
』
第
三
巻
所
収
（
更
生
閣
・
昭
和
三
年
三
月
刊
）
西
川
如
見
『
天
文
義
論
』・
正
徳
二
年
跋
平
安
城
書
林
柳
枝
軒
刊
行
版
（
重
山
文
庫
蔵
）
小
林
謙
貞
『
二
儀
略
説
』・
日
本
思
想
大
系
63
『
近
世
科
学
思
想　
下
』
所
収
（
岩
波
書
店
・
昭
和
四
十
六
年
五
月
刊
）
向
井
玄
升
『
乾
坤
弁
説
』・『
文
明
源
流
叢
書
』
第
二
巻
所
収
（
国
書
刊
行
会
・
大
正
三
年
一
月
刊
）
本
木
良
永
『
和
蘭
地
球
図
説
』・
日
本
思
想
大
系
65
『
洋
学　
下
』
の
解
説
・
広
瀬
秀
雄
「
洋
学
と
し
て
の
天
文
学‌
―‌
そ
の
形
成
と
展
開‌
―
」
引
用
の
翻
刻
（
岩
波
書
店
・
昭
和
四
十
七
年
八
月
刊
）
本
木
良
永
『
星
術
本
原
太
陽
窮
理
了
解
新
制
天
地
二
球
用
法
記
』・『
日
本
哲
学
全
書
』
弟
八
巻
所
収
（
第
一
書
房
・
昭
和
十
一
年
五
月
刊
）
志
筑
忠
雄
『
暦
象
新
書
』・『
文
明
源
流
叢
書
』
第
二
巻
所
収
（
国
書
刊
行
会
・
大
正
三
年
一
月
刊
）
司
馬
江
漢
『
天
地
理
譚
』・
菅
野
陽
「
司
馬
江
漢
著
『
天
地
理
譚
』」（『
日
本
洋
史
学
の
研
究
Ⅳ
』
創
元
社
・
昭
和
五
十
七
年
四
月
刊
所
収
の
翻
刻
に
よ
る
。
底
本
は
天
理
図
書
館
所
蔵
本
）
吉
雄
南
皐
『
遠
西
観
象
図
説
』・
日
本
思
想
大
系
65
『
洋
学　
下
』
所
収
（
岩
波
書
店
・
昭
和
四
十
七
年
八
月
刊
）
『
厚
生
新
編
』・
静
岡
県
立
図
書
館
蔵
（
恒
和
出
版
・
昭
和
五
十
三
年
七
月
刊
）
青
地
林
宗
『
気
海
観
瀾
』・
文
政
十
年
序
芳
滸
園
蔵
版
（
架
蔵
）
三
五
広
瀬
元
恭
『
理
学
提
要
』・
嘉
永
七
年
平
安
時
習
堂
蔵
版
（
京
都
大
学
図
書
館
蔵
富
士
川
文
庫
蔵
＊
）
川
本
幸
民
『
気
海
観
瀾
広
義
』・
嘉
永
四
年
刊
静
修
堂
蔵
版
（
京
都
大
学
図
書
館
蔵
富
士
川
文
庫
蔵
＊
）
宇
田
川
榛
齋
・
宇
田
川
榕
菴
『
遠
西
医
方
名
物
考
補
遺
』・
天
保
五
年
刊
風
雲
堂
蔵
版
（『
近
世
歴
史
資
料
集
成
第
Ⅴ
期　
第
Ⅺ
巻　
日
本
科
学
技
術
古
典
籍
資
料　
薬
物
学
編
【
2
】』
株
式
会
社
科
学
書
院
・
平
成
二
十
一
年
一
月
刊
）
宇
田
川
榕
菴
『
植
学
啓
原
』・
天
保
四
年
刊
菩
薩
楼
蔵
版
）（
矢
部
一
郎
『
植
学
啓
原
＝
宇
田
川
榕
菴
復
刻
と
訳
・
注
』
講
談
社
・
昭
和
五
十
五
年
五
月
刊
）
宇
田
川
榕
菴
『
舎
密
開
宗
』・
天
保
八
年
刊
須
原
屋
伊
八
版
（
中
村
学
園
図
書
館
蔵
＊
）
宇
田
川
榕
菴
『
蘭
学
重
宝
記
』・
天
保
十
四
年
頃
刊
観
自
在
楼
蔵
版
（
重
山
文
庫
蔵
）
緒
方
洪
庵
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』・
安
政
四
年
刊
適
適
齋
蔵
版
（
東
京
大
学
医
学
部
図
書
館
蔵
＊
）
箕
作
省
吾
『
坤
輿
図
識
』・
弘
化
三
年
刊
夢
霞
楼
蔵
版
（
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
＊
）
帆
足
萬
里
『
窮
理
通
』・
万
延
元
年
刊
西
崦
精
舎
蔵
版
（
重
山
文
庫
蔵
）
三
六
